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観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
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観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
























































































































































図 1 源氏物語淡彩白描画 

































































図 2 源氏物語淡彩白描画（図 1 の詞書部分） 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 






十九日） 〔七二八年二月十三日〕 ）に渤海国人がはじめて来朝した記事がある （図３） 。その時に日本を訪れた一行は、自分たちをかつて交渉のあった高麗国の後であることを国書に記して国交を求めた。しかし、その渤海使一行は日本にたどり着い 際、緊張関係にある出羽の蝦夷
えみし
側の境界線（図４）に飛び込んで



























図 3 『続日本紀』巻十 






























図 4 出羽の国（蝦夷側の境界線は秋田城付近） 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 




























































図 5 婦人相学十躰浮気之相・婦女人相十品 






































図 6 女人相見の絵（仮称） 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
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図 7 『神相全編正義』 






























































































図 8 『秀雅百人一首』(左)千利休 (右)人物部分拡大図 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
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そもそも茶器は、東山殿と呼ばれた室町幕府第八代将軍足利義政が好んだことから、当時より古器や古画の価格が
























































































図 9 『麻衣相法大全』 
図 10 『袁柳荘相書』 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
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図 11 『人相水鏡集』 








      ②永代節用無尽蔵
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図 12 『迷信解』 （上）新編妖怪叢書 3 表紙 
（左下）妖怪叢書第四編 表紙 （右下）『迷信解』第九段 人相家相及び墨色の事 
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図 13 『永代節用無尽蔵』 
図 14 (左)『明治補刻 永代大雑書万暦大成』(個人蔵)、(右)ヒストグラム 












































 図 15 (左)(右下)『人相千年百眼』 
(右上)『NARUTO』(岸本斉史 スコット／集英社) 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 











































































図 17 『神相全編』 
図 16 『聖徳太子伝
  暦補註』 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 






















































図 18 『鈴鹿翁』第二冊六オ 
































図 19 『南北相法』 
図 20 『だまってすわれば 観相師・水野南北一代』 
観相から見る日本文学史の試み 序説（相田・高野） 
 － 235 －
 
六、おわりに
 
  
本稿は、一般にはあまり馴染みのない「人相見」 「観相」が、古代から現代まで、日本文学や東アジアの諸学の世界
といかに深いつながりを持っているかを当館の特設コーナーにて示したものである。観相の膨大な知識体系を説明し得るものではな ことを御寛恕願いたい。
 
 
本稿の執筆に先駆けて、特設コーナーでの展示のために展示パンフレットを作成していただくなどお世話いただい
た管理部総務課企画広報係の皆様に感謝申し上げたい。本図版も当該係の加工・制作による所が数多くあることを明記しておく。また、図版の掲載に格別のご配慮を ただ た、明星大学の青山英正先生、
岸本斉史
 スコット／集
英社にも記して深謝申し上げたい。
 
 
なお、本研究は
JSPS科研費
 15K12853 ,23240032の助成を受けたものである。あわせて深謝申し上げる。
 
  
